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イス ラー ム の テロ < や 分 袋 に 対す る 見 方 





親愛 な る ムスリム の 皆様 


人 は 集団 の 中 で 生き る 存 
在 で す 。 集団 で 生き る 人 々 の 
間 で 安らぎ 定 幸 福 が 維持 され 
る た め に は 、 個 人 が その 権利 

貢 任 を 知り 、 そ れ ら を 果 た 
すこ と が 必要 で す 。 集団 の 安 
ら ぎ と 幸福 を お び や か す 要素 
の 最たる も の と し て テロ と 分 
釣 が あり ます 。 


テロ は 周囲 を 恐怖 に 陥れ 、 
ひる ませ 、 判 か し 、 和 殺害 し 、 
傷つけ 、 破 壊す る こと に よっ 
て 人 々 の 財産 、 生 命 、 名 蒼 と 
いっ た 物質 的 ・ 精 神 的 な 価値 の ある も の が 危険 な 状 
態 で ある と 信じ させ 、 安 全 性 を 根底 か ら 奪 うこ と で 
の 


世界 を 義 う 戦争 、 分 袋 、 テ ロ 活 動 、 藝 力 を 含む 動 
き 、 無 実 の 人 々 の 死 、 消 され て し まっ た 何 千 も の 家 
庭 、 映 窒 り の な い 、 な すす べべ も な い 子 供 た ち 、 テ ロ 
の 犠牲 と な る 女性 た ち 、 老 人 た ち 、 物 質 的 ・ 精 神 的 
な 損害 が 、 宗 教 的 ・ 歴 史 的 に 私 た ちの 遺産 と な り ま 
し た 。 イ スラ ー ム の 教え は 、 現 世 と 来世 の 生 を 救う 
こと 、 人 が 彼 自 身 と 、 創 造 主 と 、 そ し て 周囲 と 調和 
し て 生き る こと 、 永 続 的 な 安らぎ 生 幸 福 を 手 に する 
だ を 骨 的 る し て いる の て です 


これ を 実現 する た め 、 人 を 単に 信仰 と 崇拝 行為 の 
基本 へ と 方 向 づ ける だ け に と ど ま ら ず 、 公 正 き 、 正 
し さ 、 正 直さ 、 敬 意 、 助 け 合 い 、 悪 い 習慣 の 放棄 、 
自分 の 求め る も の を 上 兄弟 の た め に も 求め る こと 、 そ 
し て 彼 を 愛す る こと と いっ た 基本 的 徳 を 人 の 生き 方 
に 浸透 させ よう と し て いる の で す 。 


あら ゆる 教え は 、 人 々 を 平和 と 安全 、 そ し て 友情 
の うち に 生き る こと 、 権 利 や 法 に 敬意 を 払う こと へ 
と 招い て いま す 。 個 人 そし て 集団 の 安らぎ を 目的 と 
し 、 侍 高 な る アッ ラー が 人 類 に 最後 の 救い へ の 処方 
和 甘 と し て くだ さっ た イス ラー ム の 教え は 、 平 和 、 友 
情 、 そ し て 安らぎ の 教え です 。 どの よう な 形 で あれ 


決し て 、 テ ロ や 分 裂 を 認め て は いな い の で す 。 統一 


共存 、 そ し て 平和 の うち に 生き る こと を 命じ て いる 
6 。 





預言 者 の ハデ ィ ー ス か らい くつ か 
の 例 を 挙げ た いと 思い ます 。 「 ム ス 
リム と は 人 々 が 、 そ の 手 や 舌 に つい 
て 安心 感 を 持っ て いる 人 の こと で あ 
る 」 !| ム スリ ム は 、 ム スリ ム の 上 兄弟 
で ある 。 彼 を 迫害 しない 。 彼 を 加 切 
ら な い 。 嘘 を つか な い 。 そ し て 彼 を 
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スリ ム に と っ て 他 の ムスリム の 血 、 
生命 、 名 誉 、 そ し て 財産 は は ら ー む 
で ある 。 篤 信 は ここ ( 心 ) に ある 。 
人 が ムスリム の 上 兄弟 を 蔵 視 す る こと 
は 、 彼 に 対す る 悪し き 振 る 舞い と し 
6 ドク や の る 


親愛 な る 兄弟 姉妹 の 皆様 。 アッラー は クル アー 
ン で 次 の よう に 命じ られ て いま す 。 1. あ な た が た は 
アッ ラー の 絆 に 皆 で し っ か り と 細 り 、 分 像 し て は な 
ら な い 』 (イム ラー ン 家 草 第 103 節 ) 「 だ が 信者 を 
故意 に 殺害 し た 者 は 、 そ の 応報 は 地獄 で 、 か れ は 永 
枯 に その 中 に 住む で あろ う 。 ア ッ ラ ー は 拘っ て か れ 
を 見 は な され 、 茂 し い 懲 罰 を 備え られ る 。」 (婦人 
章 第 93 節 ) 

平和 や 愛情 の な い 場 に は 安らぎ や 豊か さ 、 恵 み は 
存在 すべ くも あり ませ ん 。 預言 者 アー デム 以来 遣わ 
され た すべ て の 預言 者 は 平和 を 奨励 し ま し た 。 神 の 
教え の 全て は 平和 を 命 じ し ま し た 。 子供 た ち を 、 若 者 
た ち を 分 像 や テロ の 災い か ら 守 り 、 正 し く 教 えて い 
く こ と は 私 た ちの 最も 大 切な 役目 で す 。 こ の 点 で は 
密 に 責任 が あり ます 。 ク ルアー ン で は 人 類 に 平和 を 
勧め る 節 が 1 5 0 あり ます 。 崇高 な る アッ ラー は ク 
2 ルアー ンジ で 次 の よう に 作 せ られ て いま す 。 1 の た 
が た 信 作 す る 首 よ 、 心 を 込め て イス ラー ム (平安 の 
境 ) に 入れ 。 悪 魔 の 歩み を 追っ て は な ら な い 。 本 当 
に か れ は 、 あ な た が た に と っ て 公然 の 敵 で ある 。」 
(肉牛 章 第 208 節 ) 

発展 や 幸福 の 道 は せ 、 テ ロ や 分 像 で は な く 、 統 一 、 
共存 、 愛 情 に ある の で す 。 

アッ ラー が 私 た ち を テロ や あら ゆる 不 和 か ら 遠 い 
し も とし て くだ さい ます よう に 。 共存 、 平 和 、 秩 
序 が 破壊 され る こと が あり ませ ん よう に 。 


